
【
そ
の
他
の
ご
案
内
】 

・
新

年

祈

祷 

・
厄

除

祈

願 

・
合

格

祈

願 

・
新
成
人
奉
告
祭 

※
そ
の
他
各
種
ご
祈
祷 

 

お
電
話
や
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て 

ご
予
約
受
付
中 

 
 

 

  

  

初 
詣 

い 
 

の 
 

う 

【
初
神
楽
祈
祷
の
ご
案
内

】 

一
月
一
日 

午
前
零
時
よ
り 

歳
旦
祭
に
合
わ
せ
、
新
た
な
年
の
皆
様
の 

安
寧
、
繁
栄
を
祈
り
初
神
楽
祈
祷
を
斎
行 

し
ま
す
。
当
社
拝
殿
に
て
新
春
を
寿
ぐ
初 

神
楽
と
と
も
に
新
年
を
迎
え
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
申
込
み
頂
け
ま
す
。 

（
十
組
限
定
） 

詳
し
く
は
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

【
主
な
祭
典
・
行
事
】 

十
二
月
三
十
一
日 

午
後
三
時 

● 
年
越
の
大
祓
式 

一
月
一
日
（
元
旦
）
午
前
零
時 

● 

歳
旦
祭
初
神
楽 

一
月
三
日 

午
前
十
一
時 

 
 

 

● 

正
月
三
日
神
楽
（
雅
楽
奉
納
） 

 

※
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ

い
。 

【
ど
ん
ど
焼
き
】 

十
二
月
三
十
一
日 

午
後
十
半
時
よ
り 

一
月 

一
日
（
元
旦
）
～
三
日 

夕
方
迄 

七
日
（
山
神
祭
）
午
前
十
時
頃
迄 

 
 

十
二
日
（
御
鍬
祭
）
午
後
四
時
頃
迄 

※ 

古
い
御
札
や
御
守
、
注
連
縄
、
神
棚
な
ど
を
お
持

ち
下
さ
い
。
人
形
な
ど
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
古
札

納
所
で
は
年
中
、
古
い
御
札
な
ど
承
っ
て
お
り
ま

す
。 

令
和
八
年 
午
年 

御
鎮
座
二
千
百
十
九
年 

お
問
合
せ 

〇
五
九
ー
三
八
六
ー
四
八
五
二 

お
伊
勢
さ
ん
と
稲
生
の
大
神
さ
ま
の
御
神
札

お

ふ

だ

を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う
。 

伊
奈
冨
神
社
の 

神棚・御神札のまつり方動画

が見られます。 

HP 

申込 QR 

申込 QR 



 

【
大
祓
式
と
は
】 

日
常
に
お
い
て
知
ら
ず
知
ら
ず
に
犯
し
た
罪
、
心
身

の
穢
れ
、
一
切
の
災
厄
を
消
滅
さ
せ
、
人
間
本
来
の
清

浄
な
姿
を
と
り
も
ど
し
、
平
穏
無
事
な
生
活
を
期
待
す

る
日
本
古
来
の
習
わ
し
で
す
。
六
月
三
十
日
（
夏
越
）

と
十
二
月
三
十
一
日
（
年
越
）
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

特
に
年
越
の
大
祓
式
は
清
々
し
い
心
身
で
以
っ
て
新

年
を
お
迎
え
頂
く
た
め
の
習
わ
し
で
す
。 

 

● 

一
家
族 

人
形
・
車
形 

各
一
〇
〇
〇
円 

 

ご
希
望
の
方
は
拝
殿
前
の
大
祓
申
込
封
筒
で
お
申
込
み
頂
く
か
、

神
社
社
務
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 



  
 

当
社
の
歳
旦
祭
に
合
わ
せ
、
初
神
楽
祈
祷

を
斎
行
致
し
ま
す
。
当
社
拝
殿
内
に
て
稲
生

の
大
神
様
と
と
も
に
新
た
な
年
を
お
迎
え
頂

き
、
こ
の
国
の
安
寧
と
延
い
て
は
皆
さ
ま
の

平
穏
無
事
を
願
い
ま
す
。 

新
春
を
寿
ぐ
歳
旦
祭 

初
神
楽
で
は
、
天

の
岩
戸
開
き
の
神
事
に
習
い
、
巫
女
と
楽
人

の
奉
仕
に
よ
り
神
楽
舞
を
奉
納
致
し
ま
す
。

凛
と
し
た
殿
内
で
新
た
な
年
を
新
た
な
お
気

持
ち
で
お
迎
え
頂
き
、
良
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。 



令
和
八
年 

伊
奈
冨
神
社 

歳
旦
祭
初
神
楽
の
ご
案
内 

 

謹
啓 
時
下
愈
々
御
清
栄
の
段 

慶
賀
に
存
じ
ま
す
。 

平
素
は
伊
奈
冨
神
社
の
事
に
関
し
種
々
御
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
、
皆
様
に
は
こ
の
一
年
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
標
記
の
通
り
、
当
社
歳
旦
祭
に
あ
た
り
、
初
神
楽
を
斎
行
致
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
稲
生
の
大

神
様
と
と
も
に
新
た
な
年
を
お
迎
え
頂
き
、
令
和
八
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
左
記
の
通
り
ご
案
内
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
ず
は
右
、
歳
末
の
御
礼
方
々
、
書
中
を
以
っ
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

 
 

 

令
和
七
年
師
走 

 

伊
奈
冨
神
社
社
務
所 

各 
 

 
 

位 
記 

 

一
、
日
時 

令
和
八
年
元
旦 

午
前
零
時 

斎
行 

一
、
場
所 

伊
奈
冨
神
社
拝
殿 

一
、
申
込 

左
の
申
込
書
式
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
神
社
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 

※
お
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

※
十
組
限
定
の
お
申
し
込
み
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

一
、
問
合 

伊
奈
冨
神
社 

電 

話 

〇
五
九―

三
八
六―

四
八
五
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九―

三
八
六―

九
二
八
一 

※ 

当
日
は
初
詣
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
昇
殿
ご
案
内
の
都
合
上
、
十
五
分
前
ま
で

に
当
社
拝
殿
東
側
通
用
口
（
拝
殿
向
か
っ
て
右
）
に
ご
参
集
下
さ
い
。 

※ 

男
性
は
背
広
な
ど
、
女
性
は
そ
れ
に
準
ず
る
改
ま
っ
た
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。
殿
内
は

冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
防
寒
対
策
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。 

き
り
と
り 

令
和
八
年 

伊
奈
冨
神
社 

歳
旦
祭
初
神
楽 

申
込 

願 
 

意 
 

生
年
月
日 

氏
名
（
ふ
り
が
な
） 

〒 

住
所 

    

←こちらの QR コードからも

お申込み頂けます。 



 

稲生で迎える初日の出  初詣は 伊奈冨神社へ 

伊
奈
冨
神
社
の
境
内
「
稲
生
山
」
は
か

つ
て
「
神
路
岡
（
か
み
じ
が
お
か
）」
と

呼
ば
れ
、
大
宮
・
西
宮
・
三
大
神
の
稲
生

三
社
が
お
祀
り
さ
れ
た
、
ま
さ
に
神
の

鎮
ま
る
丘
で
す
。
古
く
三
大
神
の
社
殿

が
あ
っ
た
東
面
か
ら
は
朝
日
を
拝
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
正
月
は
こ
の
「
二
千

年
の
神
路
」
で
朝
日
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 ☎ 059-386-4852 

※お正月の日の出 

午前七時ごろ 



ご祈祷仮申し込みフォームはこちら▶

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSefPWLsSJGjwFP11yubiQynckWz5-WcfqN_VvqHVtbwUHYzDQ/viewform?usp=pp_url


ご祈祷仮申し込みフォームこちら▶

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSefPWLsSJGjwFP11yubiQynckWz5-WcfqN_VvqHVtbwUHYzDQ/viewform?usp=pp_url


  

一
月
十
二
日
（月
・祝
） 

祭

典 

午
後
二
時 

獅
子
舞 

午
後
二
時
半
頃 

御 
鍬 
祭 

み 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
く 

わ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ 

い 

 

五
穀
の
豊
穣
を
願
い 

 
 

 
 

御
鍬
獅
子
が
舞
う 

  

「
御
鍬
祭
」
は
稲
生
の
里
が
田
仕

事
に
入
る
前
、
そ
の
年
の
農
作
業

が
滞
る
こ
と
な
く
豊
か
な
稔
り
を

頂
け
る
よ
う
、
ひ
い
て
は
我
々
の

暮
ら
し
の
安
寧
を
願
い
奉
仕
さ
れ

ま
す
。 

厳
粛
な
祭
典
の
後
、
勇
壮
な
獅

子
舞
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
拝
、
ご
拝
観
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。 

  
 



 

古
く
は
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
読
み
、「
と
し
（
年
＝
稔
）」

と
は
稲
の
稔
り
を
指
し
、
今
日
で
は
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
糧

を
指
し
、
「
ご
い
（
祈
い
＝
乞
い
）」
と
は
祈
る
こ
と
で
す
。 

祈
年
祭
と
は
つ
ま
り
、
稲
が
豊
作
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
で
あ
る
よ
う
、
引
い
て
は

氏
子
の
皆
様
の
職
業
の
発
展
・
繁
栄
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。 

【
そ
の
他
の
ご
案
内
】 

二
月
十
四
日
（
土
） 

午
後
八
時
よ
り 

 

世 よ 

例
だ
め
し 

祭 さ
い 

 
 

 
 

伊
奈
冨
神
社
の
秘
儀
と
も
言
わ
れ
る
粥
占
い
の
お
祭
り
。

古
く
よ
り
稲
作
の
豊
凶
を
占
う
、
稲
生
の
氏
子
の
関
心
事
。

当
日
は
各
地
区
の
宮
総
代
参
列
の
も
と
斎
行
致
し
ま
す
。 

奉
納
書
道
展
開
催 

●
展
示
期
間 

 

二
月
二
十
一
～
三
月
一
日 

●
場
所 

伊
奈
冨
神
社
社
務
所 

ど
な
た
で
も
拝
観
頂
け
ま
す
。 

●
作
品
奉
納
の
詳
細
は
神
社
ま
で 

電
話 

三
八
六-

四
八
五
二 

 


